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Intel命令セット拡張の方向性
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旧トレンド
CPUコアのパフォーマンスを年
15%づつ引き上げる。
主に動作周波数とマイクロアー
キテクチャの改良による。
命令セットの拡張は小幅。

新トレンド
CPUコアのパフォーマンスをより大きく引
き上げる。
主に命令セットの拡張とそれに合わせた
マイクロアーキテクチャの改良による。
命令セットを大幅に改革
ベクタ浮動小数点演算にフォーカスする


